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１． 研究課題 
 

近未来において実現されるデジタルツイン社会のあるべき姿として，環境やユーザ自身の正

確なコピーを仮想世界に展開することのみならず，実世界と仮想世界間の相互のシームレス

なインタラクション，デジタルツイン同士の情報共有を経ることによって，最終的に安全・

安心で豊かな生活を，個人の特性を越えて誰もが恩恵にあずかれる世界を想定している．現

在，デジタルツイン社会で構想されるサービスの多くは健常者にとっての貢献が前提となっ

ており，障碍者や高齢者，幼児など社会的な弱者に必ずしも十分に配慮した内容とはなって

いない． 本研究課題では，特に視覚障碍者等が健常者と分け隔てなくサービスを享受できる

デジタルツイン社会の実現を目的としている．視覚のみならず，聴覚，触覚などの五感のマ

ルチモダリティを駆使することによって，現在の社会的な弱者が健常者と同等レベルのサー

ビスを享受することが可能となり，真のダイバーシティ社会の実現に貢献するものである．   

 

２． 主な研究成果 
 

本年度は、特に視覚障碍者支援のためのユーザコンピュータインタラクション技術として

３つの成果について報告する。 

まず視覚障害者が大規模公共施設において、事前に準備した地図を使用せずに単独での探

索を可能にする WanderGuide を提案した。この成果は CHI をはじめ、MIRU, SIGGRAPH ASIA

などで招待講演として発表した。この WanderGuide をデザインするために、商業施設および

科学博物館において 10 名の視覚障害者参加者を対象にシステム要件の調査を実施し、その

結果，ユーザの嗜好に応じて周囲を記述する詳細度を三段階で提供する必要があることが明

らかになった．この調査結果をもとに，システムには記述の詳細度を調節可能な機能および

興味地点に関して音声対話で質問・移動指示を行える機能を備えたWanderGuide を開発した．

5 名の視覚障害者を対象とした評価実験により，WanderGuide を用いることで視覚障害者は

単独で周囲の探索を楽しむことができるようになったことが示された． 

次に、仮想現実（Virtual Reality; VR）は没入的な体験を提供する一方で，視覚的なフィ

ードバックに強く依存しているため，視覚障害者にとって VR を利用することは依然として

困難である．既存研究では，音声指示，空間オーディオ，振動などのフィードバックを活用

し，視覚障害者が仮想空間を活用できるシステムが提案されてきた．しかし，カーブを含む

経路や多数の物体を有するような複雑な仮想空間において，視覚障害者がどのように探索を

行い，どの程度空間を理解できるのかについては明らかにされていない．本研究では，VR ヘ



ッドセットを用いた視覚障害者向けの仮想空間探索システムを開発し，9 名の視覚障害者を

対象としたユーザ実験を実施した．参加者の仮想空間における探索行動を分析した結果，移

動と周囲理解に費やす時間には個人差があり，それが仮想空間の認知度の違いに影響してい

ることが示唆された．この成果は、ユーザインタラクションのトップ会議である UIST2025 に

おいて論文採択された[3] 

３つ目の研究では，動的環境下における障害物の位置を提示するために，空間オーディオ

を活用した視覚障がい者向けスキー支援システムを提案した．従来の研究では，静的な障害

物を対象としたシンプルな状況に限定されており，実際の滑走環境を十分に反映できていな

かった．本システムは障害物との距離および方向に基づいた空間オーディオフィードバック

を提供することで，ユーザが移動する障害物をリアルタイムに把握・回避することを可能に

する．6 名の晴眼者を対象に予備実験を実施し，従来手法との比較および設計上の初期検証

を行った．その結果，本システムは従来手法と比較して，動的環境下における障害物回避数

および障害物との最短距離を改善するとともに，作業負荷を軽減することが示された．この

成果は、SIGGRAPH ASIA において論文発表を行った[1]。 
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５． 研究活動の課題と展望 
2026 年度は、JST CREST「分散連携型モバイル AI エージェントによる協働行動誘発ナビゲー

ション（代表：斎藤 英雄）」「演奏における実環境音楽 AI 基盤の創出（代表：浜中 雅俊）」

に Co-PI としてプロジェクト提案を行う予定である。また JST 日英 ASPIRE に日本側の PI と

して「Trust-Embodied Human-Robot Interaction: A Human-Centric Framework for Dynamic 

Trust Building(代表：Hubert Shum)」の再提案を行う。さらに 2025 年度で終了した NEDO

の調査研究プロジェクト「アニメクリエイター創出・制作支援のためのアニメ× 生成 AI の

利活用に関する調査（代表機関：オー・エル・エム・デジタル）」を、次の本格研究フェーズ

（ANIMINS 2.0)立ち上げのための準備を進める。 

 
 


